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【横断中に咲いていたイリオモテソウ】

【出発前に記念撮影（大原中学校）】

船
浦
中
学
校

大
原
中
学
校

そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
胸
に
西
表
島
を
横
断

10
月
30
日
（
土
）
に
船
浦
中

学
校
、
11
月
13
日
（
土
）
に
大

原
中
学
校
の
三
大
行
事
「
西
表

島
横
断
」
を
支
援
し
ま
し
た
。

で
出
発
し
軍
艦
岩
に
到
着
、
各

班
に
分
か
れ
て
出
発
し
、
い
よ

い
よ
西
表
島
横
断
の
開
始
で
す
。

軍
艦
岩
か
ら
ゴ
ー
ル
の
大
富
口

ま
で
12
・
２
ｋ
ｍ
の
険
し
い
道

の
り
を
途
中
、
マ
リ
ュ
ド
ゥ
の

滝
、
カ
ン
ピ
レ
ー
の
滝
を
眺
め

な
が
ら
順
調
に
進
み
、
イ
タ
チ

キ
川
合
流
地
点
で
各
班
そ
れ
ぞ

れ
に
楽
し
い
昼
食
を
取
り
ま
し

た
。昼

食
後
は
難
所
が
連
続
し
ま

す
が
、
生
徒
達
は
難
所
も
ど
こ

吹
く
風
で
途
中
、
急
傾
斜
地
や

岩
場
な
ど
足
場
の
悪
い
と
こ
ろ

で
は
お
互
い
が
声
を
掛
け
合
う

な
ど
一
生
懸
命
で
し
た
。

生
徒
達
は
、
滑
っ
た
り
転
ん

だ
り
し
な
が
ら
も
12
・
２
ｋ
ｍ

の
道
の
り
を
約
８
時
間
半
か
ら

９
時
間
半
か
け
て
無
事
踏
破
し
、

一
生
の
思
い
出
に
な
っ
た
よ
う

で
す
。

解
散
式
で
は
、
最
初
は
ゴ
ー

ル
出
来
る
か
不
安
だ
っ
た
が
ゴ

ー
ル
出
来
た
達
成
感
や
保
護
者

を
は
じ
め
地
域
の
方
々
へ
の
感

謝
の
言
葉
を
述
べ
る
生
徒
代
表

の
挨
拶
が
と
て
も
印
象
的
で
し

た
。沖

縄
森
林
管
理
署
、
西
表
森

林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー
は
今

後
も
学
校
の
伝
統
行
事
な
ど
積

極
的
に
協
力
・
支
援
し
て
い
き

ま
す
。

こ
の
西
表
島
横
断
は
、
郷
土

理
解
を
図
り
、
た
く
ま
し
く
生

き
る
力
を
身
に
つ
け
る
。
助
け

合
う
心
、
励
ま
し
合
う
心
を
育

て
協
調
性
を
養
い
、
同
時
に
目

標
達
成
の
た
め
の
忍
耐
力
を
養

う
。
協
力
し
て
く
れ
た
方
々
を

通
し
て
感
謝
の
心
を
育
む
。
西

表
島
の
自
然
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
、
自
然
へ
の
畏
敬
の
念
や

保
護
す
る
心
を
育
て
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
お
り
、
当
セ
ン
タ

ー
が
作
成
し
た
西
表
島
で
の
自

然
環
境
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
つ
で
も
あ
り

ま
す
。

当
日
は
、
関
係
者
を
含
め
船

浦
中
学
校
総
勢
91
名
、
大
原
中

学
校
総
勢
77
名
が
西
表
島
横
断

に
挑
戦
し
、
10
月
30
日
、
11
月

13
日
と
も
に
曇
り
空
の
下
、
時

折
霧
雨
が
降
り
ま
し
た
が
、
暑

す
ぎ
ず
寒
す
ぎ
ず
絶
好
の
横
断

日
和
と
な
り
ま
し
た
。

夜
も
明
け
き
ら
な
い
時
間
か

ら
浦
内
川
河
口
に
集
合
し
、
出

発
式
を
行
っ
た
後
に
、
遊
覧
船

【出発前に記念撮影（船浦中学校）】

伝
統
行
事
「
西
表
島
横
断
」
を
支
援

【カンピレーの滝を数珠つなぎで歩く】



【世界遺産一覧記載認定書を
受け取った関係町村長ら】

【みんなで記念撮影】

「
奄
美
大
島
、
徳
之
島
、
沖
縄
島
北
部
及
び
西
表
島
」
世
界
自
然
遺
産
登
録
記
念

式
典
が
開
催
さ
れ
る

関
係
機
関
が
一
堂
に
会
し
て
登
録
を
祝
う

11
月
19
日
、
沖
縄
県
豊
見
城

市
の
沖
縄
空
手
会
館
に
お
い
て
、

沖
縄
県
主
催
に
よ
る
「
奄
美
大

島
、
徳
之
島
、
沖
縄
島
北
部
及

び
西
表
島
」
の
世
界
自
然
遺
産

登
録
に
と
も
な
う
記
念
式
典
が

沖
縄
県
、
環
境
省
、
林
野
庁
、

国
頭
村
、
大
宜
味
村
、
東
村
、

竹
富
町
、
団
体
、
個
人
な
ど

１
５
０
名
を
超
え
る
関
係
者
出

席
の
も
と
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し

た
。オ

ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
女
流

組
踊
研
究
会
「
め
ば
な
」
に
よ

る
「
か
じ
ゃ
で
ぃ
ふ
う
節
」
が

演
じ
ら
れ
た
あ
と
、
照
屋
沖
縄

県
副
知
事
に
よ
る
主
催
者
挨
拶
、

環
境
省
奥
田
自
然
環
境
局
長
、

天
羽
林
野
庁
長
官
（
小
島
九
州

森
林
管
理
局
長
代
読
）
、
塩
田

鹿
児
島
県
知
事
（
ビ
デ
オ
メ
ッ

セ
ー
ジ
）
よ
り
祝
辞
が
送
ら
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
や
ん
ば
る
・

西
表
島
か
ら
喜
び
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
ス
ク
リ
ー
ン
に
放
映
さ
れ
、

世
界
遺
産
一
覧
表
記
載
認
定
書

（
レ
プ
リ
カ
）
が
国
頭
村
、
大

宜
味
村
、
東
村
、
竹
富
町
に
環

境
省
奥
田
自
然
環
境
局
長
よ
り

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
各
町
村
長

か
ら
、
世
界
自
然
遺
産
登
録
に

あ
た
っ
て
の
関
係
機
関
へ
の
お

礼
と
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
力
強
い
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
記
念
式
典
で
、
世
界
自

然
遺
産
大
使
と
し
て
夏
川
り
み

さ
ん
、
仲
間
由
紀
恵
さ
ん
、
知

花
く
ら
ら
さ
ん
、
ｒ
ｙ
ｕ
ｃ
ｈ

ｅ
ｌ
ｌ
（
り
ゅ
う
ち
ぇ
る
）
さ

ん
、
バ
ン
ド
「
Ｈ
Ｙ
」
メ
ン

バ
ー
に
照
屋
沖
縄
県
副
知
事
よ

り
任
命
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

大
使
の
方
々
の
そ
れ
ぞ
れ
各
分

野
で
「
情
報
発
信
を
行
い
た
い
」

と
い
う
言
葉
が
印
象
的
で
し
た
。

ま
た
、
県
は
登
録
に
貢
献
し

た
団
体
や
個
人
に
感
謝
状
を
渡

し
ま
し
た
。

図
画
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
で

は
、
や
ん
ば
る
・
西
表
島
の
地

区
ご
と
に
県
知
事
賞
（
各
１
名

）
、
環
境
部
長
賞
（
各
５
名
）

が
照
屋
沖
縄
県
副
知
事
よ
り
贈

ら
れ
ま
し
た
。

最
後
に
関
係
者
、
世
界
自
然

遺
産
大
使
、
感
謝
状
受
賞
者
、

図
画
コ
ン
ク
ー
ル
受
賞
者
で
記

念
撮
影
が
行
わ
れ
式
典
を
終
了

し
ま
し
た
。

な
お
、
式
典
終
了
後
、
環
境

学
習
と
題
し
出
席
者
ら
に
よ
る

や
ん
ば
る
（
沖
縄
島
北
部
）
の

遊
覧
飛
行
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
奄
美
大
島
、
徳
之
島
、
沖

縄
島
北
部
及
び
西
表
島
」
の
先

人
か
ら
受
け
継
い
だ
世
界
に
誇

る
豊
か
な
自
然
を
守
り
、
次
世

代
に
引
き
継
ぐ
こ
と
の
大
切
さ

を
感
じ
ま
し
た
。



被
害
地
中
央
部
は
い
ま
だ
稚
樹
発
生
を
確
認
で
き
ず

仲
良
川
・
仲
間
川
の
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
台
風
被
害
地
調
査

仲
良
川
お
よ
び
仲
間
川
の
マ

ン
グ
ロ
ー
ブ
林
台
風
被
害
地
に

つ
い
て
は
、
最
大
風
速
65
～
70

ｍ
の
気
象
観
測
史
上
１
，
２
位

を
記
録
し
た
平
成
18
（
２
０
０

６
）
年
９
月
の
台
風
13
号
及
び

平
成
19
（
２
０
０
７
）
年
９
月

の
台
風
12
号
に
よ
り
、
仲
良
川

で
は
（
西
表
国
有
林
１
５
５
い

【泥の中を悪戦苦闘の職員】

林
小
班
）
０
・
70
ｈ
ａ
、
仲
間

川
で
も
国
有
林
外
３
・
50
ｈ
ａ
、

国
有
林
内
（
南
風
見
国
有
林
１

７
３
い
林
小
班
）
１
・
85
ｈ
ａ

の
２
箇
所
で
、
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ

林
内
に
オ
ヒ
ル
ギ
な
ど
の
風
倒

木
が
大
量
に
発
生
す
る
な
ど
の

被
害
を
及
ぼ
し
、
約
15
年
が
経

過
し
て
い
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
は
、
今
後
、
両

被
害
地
が
ど
の
よ
う
に
再
生
し

て
い
く
の
か
継
続
的
に
調
査
し

て
お
り
、
毎
年
度
定
期
的
に
、

地
形
や
植
生
等
の
変
化
な
ど
目

視
観
察
と
定
点
撮
影
等
の
調
査

を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
（
令
和
３
（
２
０
２
１
）

年
度
）
は
10
月
14
日
に
仲
良
川
、

11
月
１
日
仲
間
川
の
調
査
を
行

い
ま
し
た
。

仲
良
川
の
調
査
結
果
に
つ
い

て
は
、
中
央
部
周
辺
は
蛇
行
す

る
水
流
と
土
泥
化
が
進
行
し
、

オ
ヒ
ル
ギ
等
の
稚
樹
の
発
生
は

確
認
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま

た
、
被
害
地
林
縁
部
で
は
下
流

部
を
中
心
に
オ
ヒ
ル
ギ
の
稚
樹

の
発
生
と
成
長
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
。

仲
間
川
の
調
査
結
果
に
つ
い

て
は
、
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
立
ち

枯
れ
箇
所
周
辺
で
オ
キ
ナ
ワ
ア

ナ
ジ
ャ
コ
の
シ
ャ
コ
塚
に
よ
る

土
砂
の
堆
積
や
複
数
本
の
新
た

な
オ
ヒ
ル
ギ
枯
損
木
を
確
認
し

ま
し
た
。

台
風
被
害
地
箇
所
で
は
、
中

央
部
中
周
辺
部
は
土
泥
化
が
進

行
し
、
オ
ヒ
ル
ギ
等
の
稚
樹
の

発
生
は
確
認
さ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
ま
た
、
被
害
地
下
流
域
周

辺
の
林
縁
部
で
は
オ
ヒ
ル
ギ
の

稚
樹
の
発
生
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。

【15年が経過した台風被害地の状況（仲良川）】

【満潮時の台風被害地（奥が仲間川本流）】

【林縁部にはオヒルギの稚樹が発生、しかし
中央部には全く確認されない】



仲
良
川
調
査
箇
所
で
新
た
な
立
ち
枯
れ
木
を
確
認

ヒ
ル
ギ
モ
ド
キ

マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
の
最
も

陸
域
部
に
生
育
し
、
高
さ
は

西
表
島
で
は
約
５
ｍ
程
度
に

な
り
ま
す
。
花
び
ら
が
５
枚

の
小
さ
な
花
を
つ
け
ま
す
。

葉
は
両
面
で
光
合
成
が
で
き

る
仕
組
み
（
等
面
葉
）
に
な

っ
て
お
り
、
葉
の
先
は
凹
形

で
す
。
西
表
島
で
は
、
船
浦

湾
な
ど
西
部
地
域
で
よ
く
み

ら
れ
ま
す
。

(

出
典
：
西
表
島
の
植
物
誌)

マングローブの植物紹介

浦
内
川
・
仲
良
川
の
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
立
ち
枯
れ
調
査

西
表
島
の
浦
内
川
及
び
仲
良

川
流
域
の
一
部
の
マ
ン
グ
ロ
ー

ブ
林
（
国
有
林
内
）
に
お
い
て
、

オ
ヒ
ル
ギ
が
ま
と
ま
っ
て
立
ち

枯
れ
し
て
い
る
状
況
を
平
成
20

（
２
０
０
８
）
年
に
浦
内
川
で
、

平
成
21
（
２
０
０
９
）
年
に
仲

良
川
で
確
認
し
ま
し
た
。

【陸域近くに生えるヒルギモドキ】

当
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
22
（

２
０
１
０
）
年
度
か
ら
平
成
25

（
２
０
１
３
）
年
度
ま
で
両
河
川

の
立
ち
枯
れ
被
害
箇
所
で
原
因
究

明
の
た
め
調
査
を
行
い
、
土
砂
の

流
入
が
原
因
と
す
る
一
定
の
見
解

を
示
し
、
平
成
26
（
２
０
１
４
）

年
度
に
最
終
取
り
ま
と
め
と
地
元

説
明
会
を
実
施
し
た
経
過
が
あ

り
ま
す
。

平
成
26
（
２
０
１
４
）
年
度

以
降
は
、
こ
の
被
害
地
が
ど
の

よ
う
に
再
生
し
て
い
く
の
か
林

内
お
よ
び
周
囲
の
状
況
の
経
過

観
察
を
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
（
令
和
３
（
２
０
２
１
）

年
度
）
は
10
月
４
日
に
浦
内
川
、

10
月
14
日
に
仲
良
川
を
調
査
し

ま
し
た
。

浦
内
川
沿
い
の
一
部
の
立
ち

枯
れ
箇
所
で
は
、
こ
れ
ま
で
の

土
砂
の
堆
積
が
進
ん
で
い
ま
し

た
が
、
気
象
や
河
川
の
変
化
等

の
原
因
は
確
定
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。

仲
良
川
沿
い
で
は
、
マ
ン
グ

ロ
ー
ブ
林
立
ち
枯
れ
箇
所
周
辺

【定点撮影箇所の補修】 【オヒルギ立ち枯れ木の状況（仲良川）】

【オヒルギ立ち枯れ木の状況（浦内川）】

で
オ
キ
ナ
ワ
ア
ナ
ジ
ャ
コ
の

シ
ャ
コ
塚
に
よ
る
土
砂
の
堆
積

や
複
数
本
の
新
た
な
オ
ヒ
ル
ギ

枯
損
木
を
確
認
し
ま
し
た
。

【移動は船で】



ヒ
ル
ギ
ダ
マ
シ

マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
の
最
も

海
側
に
生
育
し
ま
す
。
高
さ

は
熱
帯
地
方
は
20
ｍ
を
超
え

る
そ
う
で
す
が
、
西
表
島
で

は
２
ｍ
程
度
で
円
盤
状
に
広

が
っ
て
い
ま
す
。
地
中
か
ら

呼
吸
根
（
筍
根
）
を
出
し
ま

す
が
、
マ
ヤ
プ
シ
キ
の
筍
根

よ
り
も
細
く
て
軟
ら
か
い
で

す
。
葉
は
対
生
し
、
細
長
い

卵
形
を
し
て
い
て
、
根
か
ら

吸
い
上
げ
た
塩
を
葉
の
裏
面

か
ら
排
出
し
ま
す
。

(

出
典
：
西
表
島
の
植
物
誌)

観
光
管
理
、
森
林
管
理
な
ど
４
課
題
へ
の
対
応
を
確
認

【筍根を伸ばすヒルギダマシ】

マングローブの植物紹介

８
月
30
日
、
令
和
3
年
度
第

１
回
奄
美
大
島
、
徳
之
島
、
沖

縄
北
部
お
よ
び
西
表
島
世
界
自

然
遺
産
地
域
連
絡
会
議
が
オ
ン

ラ
イ
ン
に
よ
り
開
催
さ
れ
、
沖

縄
、
鹿
児
島
両
県
、
竹
富
町
長

を
は
じ
め
と
す
る
関
係
12
市
町

村
首
長
、
環
境
省
、
林
野
庁
等

関
係
行
政
機
関
が
出
席
し
ま
し

た
。会

議
で
は
、
７
月
の
世
界
自

然
遺
産
登
録
正
式
決
定
に
伴
い
、

登
録
さ
れ
た
区
域
の
保
護
管
理

に
向
け
て
、
ユ
ネ
ス
コ
の
諮
問

機
関
・
国
際
自
然
保
護
連
合

（
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
）
か
ら
指
摘
の
あ

っ
た
観
光
管
理
、
ロ
ー
ド
キ
ル

対
策
、
河
川
再
生
、
森
林
管
理

の
４
つ
の
要
請
事
項
に
つ
い
て
、

沖
縄
県
等
担
当
行
政
機
関
で
分

担
し
、
現
況
や
対
策
の
進
展
な

ど
を
ま
と
め
来
年
12
月
ま
で
に

世
界
自
然
遺
産
委
員
会
に
報
告

す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

ま
た
、
７
月
に
世
界
自
然
遺

産
に
登
録
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

第
１
回
「
奄
美
大
島
、
徳
之
島
、
沖
縄
島
北
部
お
よ
び
西
表

島
世
界
自
然
遺
産
地
域
連
絡
会
議
」
開
催

【全12関係市町村首長が出席】

こ
れ
ま
で
活
動
し
て
き
た
世

界
自
然
遺
産
候
補
地
地
域
連
絡

会
議
の
名
称
を
世
界
自
然
遺
産

地
域
連
絡
会
議
に
変
更
し
ま
し

た
。最

後
に
、
関
係
す
る
12
市
町

村
の
全
首
長
か
ら
、
今
回
の
世

界
自
然
遺
産
登
録
に
対
す
る
各

自
治
体
の
期
待
と
力
強
い
意
気

込
み
が
述
べ
ら
れ
終
了
し
ま
し

た
。

【水面に映るマングローブ林】



西
表
小
中
学
校
で
「
秋
み
つ
け
」

西
表
小
中
学
校
は
、
祖
納

岳
（
西
表
国
有
林
１
３
８
は

林
小
班
）
で
１
年
生
か
ら
６

年
ま
で
の
小
学
部
児
童
19
名
、

教
諭
５
名
が
参
加
し
、
学
校

行
事
「
秋
み
つ
け
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

本
行
事
は
、
西
表
島
の
様

々
な
自
然
を
児
童
自
ら
探
索

【沢山の感動を発見した西表小中学校小学部1～6年生の皆さん】

【元気いっぱいに林内を散策】

わたしの秋！ぼくの秋！島の秋！
いろんな秋を見つけました！

し
、
自
然
に
親
し
み
な
が
ら

季
節
の
変
化
に
気
づ
く
こ
と

を
目
的
に
行
わ
れ
て
お
り
、

林
野
庁
と
し
て
沖
縄
森
林
管

理
署
租
納
森
林
事
務
所
小
崎

森
林
官
、
国
有
林
職
員
Ｏ
Ｂ

加
島
幹
男
さ
ん
、
当
セ
ン
タ

ー
か
ら
下
田
所
長
、
永
山
生

態
系
指
導
官
の
４
名
が
講
師

と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

現
地
到
着
後
、
小
崎
森
林

官
か
ら
林
内
で
の
行
動
の
注

意
や
オ
キ
ナ
ワ
ウ
ラ
ジ
ロ
ガ

シ
な
ど
代
表
的
な
樹
木
の
説

明
を
受
け
た
後
、
い
よ
い
よ

児
童
達
は
林
内
へ
。

児
童
達
が
元
気
に
林
内
を

散
策
す
る
中
、
目
的
の
ひ
と

つ
で
あ
っ
た
オ
キ
ナ
ワ
ウ
ラ

ジ
ロ
ガ
シ
の
大
き
な
ど
ん
ぐ

り
は
、
イ
ノ
シ
シ
に
食
べ
ら

れ
て
し
ま
い
見
つ
け
る
こ
と

に
と
て
も
苦
労
し
ま
し
た
が
、

シ
イ
の
実
や
キ
ノ
ボ
リ
ト
カ

ゲ
を
見
つ
け
た
り
、
ゴ
ム
カ

ズ
ラ
の
樹
液
を
指
で
擦
っ
て

ゴ
ム
状
に
な
る
こ
と
に
驚
い

て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
セ
ン
タ
ー
職
員
ら

に
よ
る
葉
っ
ぱ
の
特
徴
や
名

前
の
由
来
な
ど
の
説
明
に
続

き
、
質
問
コ
ー
ナ
ー
で
は
見

つ
け
て
き
た
キ
ノ
コ
や
カ
タ

ツ
ム
リ
の
名
前
、
西
表
島
の

ド
ン
グ
リ
の
種
類
や
樹
木
の

雄
花
、
雌
花
の
違
い
な
ど
沢

山
の
質
問
が
飛
び
だ
し
賑
や

か
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
行
事
を
と
お
し
、

西
表
島
の
森
の
感
動
を
沢
山

発
見
し
体
感
し
た
児
童
に
と

っ
て
、
自
然
愛
と
地
元
愛
を

育
む
有
意
義
な
も
の
と
な
り

ま
し
た
。



「
西
表
樹
木
か
る
た
」
を
用
い
た
森
林
環
境
教
育
の
普
及
啓
発
を
発
表

令
和
３
年
度
国
有
林
野
事
業
業
務
研
究
発
表
会

【西表島植物かるた（改良版）】

日
本
森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
会
長
賞
受
賞

林
野
庁
主
催
に
よ
る
「
令
和

３
年
度
国
有
林
野
事
業
業
務
研

究
発
表
会
」
が
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
オ
ン
ラ
イ
ン
方
式
で
、
11
月

18
日
（
木
）
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
会

長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、

沖
縄
森
林
管
理
署
も
日
本
森
林

林
業
振
興
会
会
長
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

講
評
に
つ
い
て
は
、
「
現
状

把
握
、
作
成
方
針
の
決
定
、
使

用
後
の
意
見
把
握
、
意
見
を
踏

ま
え
た
改
良
版
の
作
成
と
い
う

流
れ
で
、
地
域
と
関
わ
り
合
い

な
が
ら
Ｐ
Ｃ
Ｄ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を

実
践
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ

り
、
学
校
の
先
生
方
も
工
夫
し

な
が
ら
活
用
し
て
い
る
状
況
が

よ
く
分
か
っ
た
。
今
後
に
向
け

て
は
、
今
回
作
成
し
た
か
る
た

が
地
域
に
定
着
す
る
よ
う
、
フ

ィ
ー
ル
ド
で
の
活
動
と
セ
ッ
ト

で
使
用
で
き
る
よ
う
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
全
体
の
充
実
を
図
る
な
ど
、

学
校
と
連
携
し
な
が
ら
取
り
組

ま
れ
る
こ
と
に
期
待
す
る
」
と

あ
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
当
セ
ン
タ
ー
の
発

表
に
関
し
て
は
、
昨
年
来
コ
ロ

ナ
禍
に
お
け
る
厳
し
い
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
の
中
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や

試
作
品
の
実
演
な
ど
取
り
組
ん

で
い
た
だ
い
た
西
表
島
の
大
原
、

古
見
、
上
原
、
白
浜
の
４
小
学

校
と
西
表
、
船
浮
の
２
小
中
学

校
の
教
職
員
、
児
童
生
徒
の
皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
深

く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

本
大
会
で
は
、
全
国
７
森
林

管
理
局
か
ら
森
林
技
術
、
森
林

保
全
、
森
林
ふ
れ
あ
い
の
３
部

門
に
、
ド
ロ
ー
ン
を
用
い
た
層

積
検
知
の
簡
素
化
や
シ
カ
捕
獲

に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
通
知
シ
ス
テ

ム
の
導
入
、
Ｖ
Ｒ
技
術
を
活
用

し
た
森
林
ふ
れ
あ
い
体
験
等
の

取
り
組
み
な
ど
、
多
岐
に
わ
た

る
内
容
の
21
課
題
が
発
表
さ
れ

ま
し
た
。

九
州
局
か
ら
は
、
森
林
技
術

部
門
に
森
林
技
術
・
支
援
セ
ン

タ
ー
「
ス
ギ
無
下
刈
り
試
験
地

に
お
け
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

調
査
に
つ
い
て
」
、
森
林
保
全

部
門
に
沖
縄
森
林
管
理
署
「
低

コ
ス
ト
芝
生
の
作
成
と
活
用
」
、

当
セ
ン
タ
ー
か
ら
「
西
表
樹
木

か
る
た
を
用
い
た
森
林
環
境
教

育
の
普
及
啓
発
」
の
３
課
題
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。

当
セ
ン
タ
ー
の
発
表
内
容
は
、

西
表
島
の
小
学
校
に
お
け
る
森

林
環
境
教
育
の
現
状
把
握
と
、

新
た
な
森
林
環
境
教
育
に
係
わ

る
教
材
と
し
て
開
発
し
た
「
西

表
樹
木
か
る
た
」
の
試
行
と
デ

ー
タ
収
集
、
改
良
の
経
過
と
今

後
の
方
向
性
を
ま
と
め
た
取
り

組
み
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
は
、
林
野
庁
長

官
賞
最
優
秀
賞
他
成
績
が
発
表

さ
れ
、
当
セ
ン
タ
ー
は
日
本
森

【リモートで発表会に
参加する参加者の皆さん】

【発表スライド】



林
野
庁
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
？

【測量データを入力中】

船
浦
中
学
校
職
場
体
験
を
受
け
入
れ

西
表
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン

タ
ー
で
は
、
昨
年
度
か
ら
沖
縄

森
林
管
理
署
租
納
森
林
事
務
所

と
共
同
で
竹
富
町
立
船
浦
中
学

校
１
年
生
の
職
場
体
験
を
受
け

入
れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
も
８
月
25
日
（
水
）

に
大
谷
寧
々
さ
ん
と
下
山
心
夏

さ
ん
の
２
名
の
職
場
体
験
を
受

け
入
れ
ま
し
た
。

こ
の
職
場
体
験
学
習
は
、
船

浦
中
学
校
で
毎
年
実
施
さ
れ
て

お
り
、
①
実
際
に
職
業
を
体
験

す
る
こ
と
や
、
働
く
人
々
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
の
職
業
に
つ
い
て
話

を
聴
く
こ
と
に
よ
り
、
望
ま
し

い
職
業
観
や
勤
労
観
を
身
に
つ

け
る
。
②
主
体
的
に
課
題
を
見

つ
け
、
解
決
す
る
能
力
を
身
に

つ
け
る
。
③
社
会
的
に
必
要
な

常
識
や
マ
ナ
ー
な
ど
「
他
と
の

関
わ
り
方
」
を
学
ぶ
と
い
う
３

つ
の
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
、
西

表
島
に
あ
る
会
社
等
に
数
名
ず

つ
に
分
か
れ
て
職
場
体
験
が
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。

生
徒
た
ち
は
、
職
場
体
験
当

日
ま
で
に
、
働
く
と
は
ど
う
い

う
こ
と
か
や
職
業
に
つ
い
て
事

前
に
調
べ
、
職
場
体
験
を
す
る

に
あ
た
っ
て
の
マ
ナ
ー
講
習
を

受
講
し
て
臨
ん
で
い
ま
す
。

職
場
体
験
当
日
は
、
沖
縄
森

林
管
理
署
や
当
セ
ン
タ
ー
の
業

務
概
要
を
簡
単
に
説
明
し
た
後

に
、
標
識
（
看
板
）
の
点
検
を

兼
ね
た
林
野
巡
視
及
び
コ
ン
パ

ス
測
量
、
図
面
作
成
の
実
習
を

実
施
し
ま
し
た
。
生
徒
達
は
、

８
月
の
暑
い
中
の
業
務
で
し
た

が
、
暑
さ
に
も
負
け
ず
、
真
剣

に
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
。昨

年
度
同
様
、
当
日
の
生
徒

の
真
剣
に
学
ぶ
姿
勢
も
そ
う
で

し
た
が
、
事
前
に
あ
っ
た
当
日

の
業
務
内
容
等
の
電
話
確
認
や

聞
き
取
り
の
際
の
言
葉
づ
か
い

も
と
て
も
丁
寧
で
し
た
。
暑
い

中
で
の
職
場
体
験
、
本
当
に
お

疲
れ
様
で
し
た
。

西
表
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン

タ
ー
で
は
、
地
元
の
小
中
学
生

の
職
場
体
験
を
受
け
入
れ
て
お

り
ま
す
の
で
、
是
非
お
声
が
け

下
さ
い
。

【気泡を目印に合わせて水平に】

【コンパス測量中】

【自分たちがいる場所を図面で確認】

【ドローンで記念撮影】



西
表
島
の
希
少
野
生
動
植
物
の
密
猟
・
盗
掘
等
を

防
止
す
る
た
め
の
普
及
啓
発
活
動
を
実
施

【のぼり旗を設置（西表島東部）】

【パトロール中（西表島西部）①】

続
・
と
っ
て
い
い
の
は
写
真
だ
け

ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
の
前
号
の

記
事
で
お
伝
え
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
今
年
も
西
表
島
の
希
少

な
動
植
物
を
守
る
た
め
に
、
環

境
省
、
竹
富
町
、
八
重
山
警
察

署
、
沖
縄
森
林
管
理
署
、
当
セ

ン
タ
ー
が
連
携
し
合
同
パ
ト

ロ
ー
ル
を
計
画
し
、
７
月
の
４

連
休
を
か
わ
き
り
に
合
同
パ
ト

ロ
ー
ル
を
予
定
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
台
風
６
号
が
襲
来
し
た

た
め
、
や
む
な
く
中
止
と
し
ま

し
た
。

仕
切
り
直
し
と
ば
か
り
に
８

月
７
日
（
土
）
、
９
日
（
月
）

に
今
年
度
最
初
の
各
関
係
機
関

合
同
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し

ま
し
た
。
パ
ト
ロ
ー
ル
当
日
は
、

昆
虫
採
集
と
思
わ
し
き
車
輌
等

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
パ

ト
ロ
ー
ル
を
し
な
が
ら
観
光
客

に
普
及
啓
発
の
チ
ラ
シ
を
配
布

し
、
パ
ト
ロ
ー
ル
と
あ
わ
せ
て

各
主
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
【
と
ら

な
い
で
西
表
島
の
希
少
な
動
植

物
】
【
密
猟
・
盗
掘
監
視
強
化

中
】
と
い
っ
た
工
夫
を
凝
ら
し

た
の
ぼ
り
旗
を
設
置
し
、
今
回

の
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル
を
終
了
し

ま
し
た
。

な
お
、
今
後
も
定
期
的
に
各

関
係
機
関
合
同
の
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。

【観光客に普及啓発のチラシを配布し説明中】

【パトロール中（西表島西部）②】

【希少種の一種
タイワンエビネ】



秋
の
西
表
島
の
希
少
野
生
動
植
物
の
密
猟
・
盗
掘

等
を
防
止
す
る
た
め
の
普
及
啓
発
活
動
を
実
施

【環境省職員と合同で入林者に普及啓発中】

続
々
・
と
っ
て
い
い
の
は
写
真
だ
け

本
年
７
月
26
日
に
世
界
自
然

遺
産
登
録
さ
れ
た
西
表
島
は
、

関
係
者
の
間
で
は
マ
ル
バ
ネ
ク

ワ
ガ
タ
採
集
の
「
聖
地
」
と
呼

ば
れ
人
気
を
集
め
て
い
る
と
新

聞
記
事
の
一
節
で
み
ま
し
た
が
、

こ
の
時
期
、
マ
ル
バ
ネ
ク
ワ
ガ

タ
等
の
特
定
の
昆
虫
を
求
め
沢

山
の
昆
虫
採
集
者
が
来
島
し
主

に
夜
間
に
入
林
し
て
い
ま
す
。

こ
の
時
期
は
夜
間
、
森
の
中
か

ら
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
な
ど
の
光
が

差
し
た
り
、
登
山
道
の
入
り
口

な
ど
に
沢
山
の
車
輌
が
停
ま
っ

て
い
る
光
景
は
、
そ
の
目
的
を

知
ら
な
い
人
が
見
た
ら
異
様
な

光
景
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

昆
虫
採
集
者
の
大
半
は
、
所

定
の
手
続
き
を
経
た
良
識
の
あ

る
方
達
な
の
で
す
が
、
目
的
の

昆
虫
が
高
額
で
売
買
さ
れ
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
、
一
部
の
者
に

よ
る
良
識
外
の
過
剰
な
採
取
や

昆
虫
以
外
の
西
表
島
の
希
少
な

動
植
物
を
島
外
へ
と
持
ち
出
す

▼
先
日
、
あ
る
人
か
ら
「
○
○

や
き
そ
ば
獄
激
辛
」
の
話
を
聞

い
た
。
い
わ
く
、
食
べ
る
と

「
辛
い
で
は
な
く
、
痛
い
」
と

の
こ
と
。
本
当
だ
ろ
う
か
と
半

信
半
疑
で
、
食
べ
て
み
た
▼
一

口
食
べ
た
だ
け
で
喉
が
や
け
る

よ
う
な
痛
み
に
襲
わ
れ
、
箸
が

止
ま
っ
た
。
完
食
を
諦
め
か
け

た
が
、
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
で
味
を
変

え
た
り
、
牛
乳
を
飲
ん
で
辛
さ

を
和
ら
げ
た
り
、
時
間
を
か
け

て
完
食
し
た
▼
当
セ
ン
タ
ー
の

業
務
は
、
各
種
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

調
査
、
外
来
種
対
策
、
森
林
環

境
教
育
の
推
進
な
ど
多
岐
に
渡

り
、
ど
の
業
務
も
長
い
年
月
の

調
査
が
必
要
で
あ
る
。
大
き
い

こ
と
を
言
っ
て
し
ま
う
が
、
こ

の
成
果
は
、
西
表
島
の
自
然
を

後
世
に
伝
え
る
た
め
に
有
益
な

も
の
と
確
信
し
て
い
る
▼
重
要

な
調
査
だ
が
、
炎
天
下
の
中
、

体
力
を
使
う
辛
い
作
業
も
多
い
。

辛
さ
を
和
ら
げ
る
に
は
、
調
査

時
期
の
検
討
や
ド
ロ
ー
ン
を
活

用
し
た
調
査
な
ど
、
様
々
な
方

法
を
試
す
こ
と
も
必
要
で
あ
る

▼
「
辛
い
」
は
「
か
ら
い
・
つ

ら
い
」
と
読
み
、
忍
耐
が
必
要
。

し
か
し
、
横
棒
を
一
本
入
れ
る

と
「
幸
せ
」
に
変
わ
る
。
私
た

ち
の
仕
事
は
「
辛
さ
」
を
「
幸

せ
」
に
変
え
る
横
棒
だ
（
凧
）

ゆ

ん

た

く

傾
向
も
あ
り
、
過
去
に
は
昆
虫

採
集
の
た
め
に
立
木
等
を
損
傷

す
る
行
為
も
発
見
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
昨
年
度
か
ら
環
境

省
、
竹
富
町
、
八
重
山
警
察
署
、

沖
縄
森
林
管
理
署
、
西
表
森
林

生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー
が
連
携

し
、
こ
の
時
期
は
一
定
期
間
の

夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

ま
ず
９
月
29
日
（
火
）
に
Ｗ

Ｅ
Ｂ
も
併
用
し
た
活
動
前
の
事

前
打
ち
合
わ
せ
が
実
施
さ
れ
、

10
月
15
日
（
金
）
か
ら
11
月

２
日
（
火
）
ま
で
の
約
３
週
間

ほ
ぼ
毎
日
、
主
要
な
地
点
で
の

合
同
及
び
各
機
関
の
日
替
わ
り

に
よ
る
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実

施
し
、
普
及
啓
発
活
動
と
し
て

入
林
者
に
対
し
て
所
定
の
手
続

き
の
説
明
、
安
全
に
対
す
る
注

意
喚
起
及
び
イ
リ
オ
モ
テ
ヤ
マ

ネ
コ
の
ロ
ー
ド
キ
ル
防
止
等
の

注
意
喚
起
も
合
わ
せ
て
行
い
ま

し
た
。

昨
年
度
の
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル

を
経
て
抑
止
力
向
上
を
目
的
と

し
工
夫
し
た
点
は
、
８
月
と
同

様
に
各
主
要
な
駐
車
地
点
等
に

の
ぼ
り
旗
を
設
置
、
さ
ら
に
数

地
点
に
監
視
カ
メ
ラ
も
設
置
し
、

パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
直
前
に
主
催

で
あ
る
環
境
省
西
表
自
然
保
護

官
事
務
所
が
地
元
紙
へ
の
プ
レ

ス
リ
リ
ー
ス
を
実
施
し
ま
し
た
。

12
月
７
日
（
火
）
に
環
境
省

西
表
然
保
護
官
事
務
所
で
Ｗ
Ｅ

Ｂ
を
併
用
し
た
活
動
の
総
括
会

議
が
実
施
さ
れ
、
「
昨
年
度
か

ら
合
同
で
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
を

集
中
的
に
実
施
し
て
い
る
成
果

が
少
し
ず
つ
現
れ
て
き
て
い
る

の
で
は
な
い
か
」
、
「
夜
間
パ

ト
ロ
ー
ル
に
参
加
し
た
延
べ
人

員
や
労
力
を
算
出
し
て
み
て
も

い
い
の
で
は
」
等
の
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

今
後
も
密
猟
・
盗
掘
の
防
止

と
普
及
啓
発
の
た
め
に
定
期
的

に
関
係
機
関
合
同
の
パ
ト
ロ
ー

ル
等
が
実
施
さ
れ
る
予
定
で
、

当
セ
ン
タ
ー
も
引
き
続
き
積
極

的
に
協
力
し
て
い
く
予
定
で
す
。

な
お
、
国
有
林
に
入
林
す
る

際
は
、
事
前
に
入
林
届
や
保
護

林
調
査
届
出
の
許
可
申
請
等
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
当
然
の
こ

と
な
が
ら
届
出
や
許
可
証
が
あ

る
か
ら
と
い
っ
て
何
を
や
っ
て

も
い
い
と
い
う
こ
と
に
は
な
り

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
願
い
ま
す
。

ま
た
、
夜
間
の
入
林
は
、

ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
等
が
あ
っ
た
と

し
て
も
昼
間
と
比
較
し
て
危
険

度
が
増
す
の
は
当
然
の
こ
と
で
、

悪
天
候
時
な
ど
は
、
西
表
島
特

有
の
気
候
も
あ
り
小
川
で
あ
っ

て
も
急
な
増
水
が
考
え
ら
れ
る

た
め
、
入
林
を
控
え
る
よ
う
に

お
願
い
し
ま
す
。
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